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本
会
の
委
員
会
は
、
1
月
29
日

開
催
の
国
会
対
策
委
員
会
を
は
じ

め
に
、
2
月
12
日
に
産
業
経
済
委

員
会
が
開
催
。
以
後
、
地
方
財
政

委
員
会
は
16
日
、
地
方
行
政
委
員

会
は
17
日
、
建
設
運
輸
委
員
会
は

18
日
、
社
会
文
教
委
員
会
は
19
日

に
、
開
催
す
る
予
定
。
今
回
の
委

員
会
は
今
年
度
の
活
動
の
と
り
ま

と
め
の
委
員
会
と
な
る
。
本
紙
で

は
、
今
号
か
ら
順
次
、
各
委
員
会

の
記
事
を
掲
載
す
る
。

各
委
員
会
で
は
、
27
年
7
月
・

8
月
、
11
月
に
政
府
・
与
党
、
地

元
選
出
国
会
議
員
な
ど
に
対
し
要

望
し
た
結
果
の
概
要
を
報
告
す
る
。

ま
た
、
国
対
委
を
除
い
て
、
次
年

度
委
員
会
へ
の
申
し
送
り
事
項
を

協
議
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
関
係
省

庁
の
職
員
を
講
師
と
し
て
説
明
を

聴
取
す
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、

経
過
概
要
を
3
月
下
旬
に
全
市
区

へ
送
付
す
る
。

要
望
結
果
に
つ
い
て
は
、
5
月

31
日
開
催
の
第
92
回
定
期
総
会
で

報
告
す
る
が
、
こ
れ
に
先
立
ち
、

2
月
9
日
開
催
の
第
1
0
0
回
評

議
員
会
に
各
委
員
会
報
告
と
し
て
、

報
告
し
た
と
こ
ろ
（
次
号
に
評
議

員
会
に
お
け
る
報
告
の
要
旨
を
掲

載
）
。

定
期
総
会
に
は
、
会
務
報
告
と

し
て
、
事
務
報
告
と
要
望
事
項
結

果
報
告
を
提
出
す
る
。
27
年
11
月

開
催
の
第
99
回
評
議
員
会
の
会
長

提
出
議
決
事
項
で
あ
る
「
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
関

す
る
決
議
」
か
ら
全
て
の
委
員
会

で
作
成
し
た
「
東
日
本
大
震
災
に

関
す
る
要
望
書
」
に
対
す
る
要
望

事
項
結
果
報
告
も
提
出
す
る
。

本本 会会

第
1
2
8
回
国
会
対
策
委
員
会

国
会
対
策
委
員
会
（
委
員
長
＝

向
後
保
雄
・
千
葉
市
議
会
議
長
）

は
1
月
29
日
、
全
国
都
市
会
館
で

正
副
委
員
長
会
議
、
ル
ポ
ー
ル
麹

町
で
第
1
2
8
回
委
員
会
を
開
催

し
た
。

委
員
会
の
冒
頭
、
向
後
委
員
長

の
挨
拶
の
中
で
、
要
望
活
動
の
際

の
委
員
の
格
別
な
協
力
に
対
し
お

礼
を
述
べ
、
要
望
活
動
の
結
果
を

簡
潔
に
報
告
し
た
。

続
い
て
、
総
務
省
か
ら
の
講
師

説
明
を
聴
取
し
、
事
務
報
告
の
後
、

協
議
に
入
っ
た
。

「
平
成
27
年
度
本
委
員
会
要
望

事
項
の
結
果
概
要
に
つ
い
て
」
で

は
、
地
方
創
生
の
推
進
な
ど
の
要

望
結
果
の
概
要
（
結
果
概
要
を
編

集
し
た
も
の
を
下
掲
）
を
了
承
し

た
ほ
か
、
「
今
後
の
運
営
に
つ
い

て
」
で
は
、
今
後
の
会
議
日
程
を

了
承
し
た
。

な
お
、
講
師
説
明
で
は
、
開
出

英
之
・
総
務
省
自
治
税
務
局
企
画

課
長
か
ら
「
平
成
28
年
度
地
方
税

制
改
正
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
▽

消
費
税
（
国
・
地
方
）
の
軽
減
税

率
制
度
▽
法
人
税
改
革
▽
地
方
法

人
課
税
の
偏
在
是
正
▽
車
体
課
税

▽
固
定
資
産
税
▽
ゴ
ル
フ
場
利
用

税
―
な
ど
に
つ
い
て
、
内
藤
尚
志

・
総
務
省
大
臣
官
房
審
議
官
（
財

政
制
度
・
財
務
担
当
）
か
ら
「
平

成
28
年
度
地
方
財
政
対
策
に
つ
い

て
」
と
題
し
、
▽
地
方
財
政
の
借

入
金
残
高
の
状
況
▽
国
・
地
方
プ

ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
財
政
健

全
化
目
標
▽
28
年
度
地
方
財
政
対

策
の
ポ
イ
ン
ト
・
収
支
の
見
込
み

―
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
説

明
が
あ
っ
た
。

【
要
望
事
項
の
結
果
概
要
】

※
本
紙
が
編
集

1

地
方
創
生
の
推
進

▽
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事

業
費

―
27
年
度
に
続
き
1
兆
円
確
保

▽
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

―
27
年
度
補
正
に
1
0
0
0
億

円
計
上

▽
新
型
交
付
金
（
地
方
創
生
推
進

交
付
金
）

―
地
方
創
生
推
進
交
付
金
創
設
、

1
0
0
0
億
円
（
事
業
費
2

0
0
0
億
円
）
計
上

2

平
成
28
年
度
地
方
財
政
対
策

▽
一
般
財
源
確
保
と
質
の
改
善

―
一
般
財
源
総
額
61
・
7
兆
円

（
対
前
年
度
＋
0
・
1
兆
円
）

確
保
、
地
方
交
付
税
総
額
を

前
年
度
同
程
度
確
保
、
臨
時

財
政
対
策
債
発
行
大
幅
抑
制

▽
重
点
課
題
対
応
分
（
仮
称
）
の

創
設

―
重
点
課
題
対
応
分
2
5
0
0

億
円
計
上

▽
東
日
本
大
震
災
分

―
震
災
復
興
特
別
交
付
税
4
8

0
2
億
円
確
保

3

平
成
28
年
度
税
制
改
正
等

▽
法
人
税
改
革

―
資
本
金
1
億
円
超
法
人
事
業

税
所
得
割
税
率
引
き
下
げ
、

外
形
標
準
課
税
8
分
の
5
へ

拡
大
（
�
8
分
の
2
�
8
分

の
3
）

▽
車
体
課
税

―
消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き
上

げ
時
の
自
動
車
取
得
税
廃
止

の
際
に
、
自
動
車
税
・
軽
自

動
車
税
に
そ
れ
ぞ
れ
環
境
性

能
割
（
仮
称
）
創
設

▽
ゴ
ル
フ
場
利
用
税

―
現
行
制
度
堅
持

▽
地
方
の
地
球
温
暖
化
対
策
に
関

す
る
財
源
確
保

―
森
林
整
備
等
の
財
源
に
充
て

る
税
制
（
森
林
環
境
税
（
仮

称
）
）
な
ど
の
新
た
な
仕
組

み
の
検
討

▽
酒
田
市
（
山
形
県
）

住
所
、
電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番

号
は
変
更
な
し

▽
長
野
市
（
長
野
県
）

住
所
、
電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番

号
は
変
更
な
し

▽
呉
市
（
広
島
県
）

住
所
、
電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番

号
は
変
更
な
し

▽
国
東
市
（
大
分
県
）

〒
8
7
3
―
0
5
0
3

大
分
県

国
東
市
国
東
町
鶴
川
1
4
9

電
話
番
号
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
は
変

更
な
し

委委
員員
会会
をを
相相
次次
ぎぎ
開開
催催

――
2277
年年
度度
活活
動動
のの
とと
りり
まま
とと
めめ

新新
庁庁
舎舎
落落
成成

挨
拶
す
る
向
後
委
員
長
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広広
域域
協協
がが
第第
4477
回回
総総
会会
をを
開開
催催

全
国
広
域
連
携
市
議
会
協
議
会

（
会
長
�
宮
本
勝
利
・
海
南
市
議

会
議
長
）
は
2
月
3
日
、
都
市
セ

ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
、
正
副
会
長
・

監
事
・
相
談
役
会
議
の
後
、
第
47

回
総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、宮
本
会
長
か
ら「
広

域
連
携
は
今
後
の
地
方
創
生
の
推

進
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
う
。

引
き
続
き
、
広
域
連
携
施
策
に
対

す
る
支
援
措
置
を
求
め
る
必
要
が

あ
る
」
な
ど
の
挨
拶
を
し
た
。
続

い
て
、
講
演
の
後
、
事
務
報
告
を

了
承
し
、
協
議
に
入
っ
た
。

「
平
成
26
年
度
本
協
議
会
歳
入

歳
出
決
算
に
つ
い
て
」
で
は
、
山

口
隆
一
郎
・
監
事
（
諫
早
市
議
会

議
長
）
か
ら
監
査
結
果
の
報
告
が

あ
り
、
26
年
度
決
算
を
認
定
し
た
。

「
平
成
28
年
度
活
動
方
針
（
案
）

に
つ
い
て
」
で
は
、
今
後
の
広
域

連
携
施
策
の
充
実
に
向
け
、
①
広

域
連
携
施
策
の
推
進
②
広
域
連
携

施
策
に
対
す
る
財
政
支
援
③
ま
ち

・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
の
推
進
④

連
携
中
枢
都
市
圏
と
定
住
自
立
圏

―
に
つ
い
て
か
ら
な
る
活
動
目
標

（
右
下
掲
参
照
）
、
活
動
方
法
に

よ
り
実
現
を
図
る
と
す
る
活
動
方

針
を
原
案
の
通
り
決
定
し
た
。

「
平
成
28
年
度
歳
入
歳
出
予
算

（
案
）
」
で
は
、
予
算
を
原
案
の

通
り
決
定
し
た
。

「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
つ

い
て
」
で
は
、
加
盟
市
に
対
す
る

広
域
連
携
の
状
況
な
ど
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
結
果
を
了
承
し
た
。

な
お
、
講
演
で
は
、
大
杉
覚
・

首
都
大
学
東
京
大
学
院
社
会
科
学

研
究
科
教
授
か
ら
「
人
口
減
少
時

代
の
地
域
づ
く
り
と
自
治
体
間
連

携
」
と
題
し
、
▽
人
口
減
少
時
代

だ
か
ら
こ
そ
〝
総
和
�
か
ら
〝
創

発
�
へ
▽
地
方
創
生
で
ま
ず
取
組

む
べ
き
こ
と
▽
地
方
創
生
時
代
に

果
た
す
べ
き
行
政
の
役
割
と
は
▽

地
域
の
実
像
を
具
体
的
に
把
握
す

る
▽
「
強
み
」
探
し
を
起
点
に
狭

域
・
広
域
で
行
い
「
ヒ
ト
・
モ
ノ

・
カ
ネ
・
ネ
タ
」
の
循
環
を
創
る

▽
新
た
な
広
域
連
携
を
活
用
し
た

「
連
携
経
営
」
へ
―
な
ど
に
つ
い

て
、
説
明
が
あ
っ
た
。
同
協
議
会

は
経
過
概
要
を
後
日
、
全
加
盟
市

へ
送
付
す
る
。

病
院
協
が
役
員
会
を
開
催（
於
・
中
津
市
）

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
浅
川
仁
・
奈

良
市
議
会
議
長
）
は
1
月
21
日
、

中
津
市
で
正
副
会
長
・
監
事
・
相

談
役
会
議
を
開
催
し
た
。

会
議
で
は
、
浅
川
会
長
に
続
き
、

古
江
信
一
・
副
会
長
（
中
津
市
議

会
議
長
）
、
奥
塚
正
典
・
中
津
市

長
か
ら
挨
拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、

事
務
報
告
を
了
承
し
、
協
議
に
入

っ
た
。

協
議
で
は
、
平
成
27
年
度
要
望

結
果
の
概
要
（
速
報
）
、
今
後
の

会
議
・
活
動
日
程
（
案
）
を
そ
れ

ぞ
れ
了
承
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
は
2
月
4
日
、
都
市
セ
ン
タ
ー

ホ
テ
ル
で
第
79
回
総
会
を
開
催
し

た
。会

議
冒
頭
、板
橋
衛
・
会
長（
横

須
賀
市
議
会
議
長
）
か
ら
「
閣
議

決
定
さ
れ
た
28
年
度
予
算
案
で
は
、

基
地
交
付
金
・
調
整
交
付
金
は
対

前
年
度
10
億
円
増
の
3
5
5
億
4

0
0
0
万
円
の
要
求
額
満
額
、
基

地
周
辺
対
策
経
費
は
歳
出
ベ
ー
ス

で
対
前
年
度
8
億
4
9
0
0
万
円

増
の
1
1
9
2
億
1
8
0
0
万
円

が
確
保
さ
れ
た
。
加
盟
1
9
5
市

町
村
議
会
が
力
を
結
集
し
、
強
力

な
要
望
活
動
を
行
っ
た
結
果
で
あ

り
、
厚
く
お
礼
す
る
。
国
の
厳
し

い
財
政
状
況
か
ら
、
取
り
巻
く
情

勢
は
予
断
を
許
さ
な
い
の
で
、
今

後
も
さ
ら
な
る
協
力
を
お
願
い
す

る
」
な
ど
の
挨
拶
を
し
た
。

来
賓
挨
拶
で
は
、
高
市
早
苗
・

総
務
大
臣
の
代
理
と
し
て
土
屋
正

【
活
動
目
標
】

①
広
域
連
携
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

（
広
域
連
携
施
策
を
推
進
す
る
に
当

た
っ
て
は
、
広
域
連
携
に
関
わ
る
市

の
意
見
を
十
分
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、

事
務
の
共
同
処
理
制
度
等
の
既
存
の

施
策
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
推
進

す
る
こ
と
を
求
め
る
）
②
広
域
連
携

施
策
に
対
す
る
財
政
支
援
に
つ
い
て

（
広
域
連
携
施
策
に
対
す
る
財
政
支

援
に
つ
い
て
、
各
市
の
実
情
に
応
じ

て
適
切
に
措
置
す
る
こ
と
を
求
め

る
）
③
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

の
推
進
に
つ
い
て
（
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

積
極
的
に
地
方
自
治
体
に
情
報
提
供

す
る
と
と
も
に
、
地
方
自
治
体
の
意

見
を
十
分
反
映
す
る
こ
と
を
求
め

る
）
④
連
携
中
枢
都
市
圏
と
定
住
自

立
圏
に
つ
い
て
（
連
携
中
枢
都
市
圏

と
定
住
自
立
圏
に
つ
い
て
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
柔
軟
な
連
携
が
図
ら

れ
る
よ
う
対
象
の
条
件
等
を
緩
和
す

る
と
と
も
に
、
財
政
支
援
措
置
の
拡

充
を
図
る
こ
と
を
求
め
る
）

【
3
面
へ
続
く
】

監査結果を報告する山口監事

大杉首都大学東京大学院教授

挨拶する宮本会長

基基
地地
協協
がが
第第
7799
回回
総総
会会
をを
開開
催催

新新
会会
長長
にに
市市
岡岡
佐佐
世世
保保
市市
議議
長長
がが
就就
任任

病院協会長
浅川 仁（奈良市）

来
賓
挨
拶
す
る
土
屋
総
務
副
大
臣

来
賓
挨
拶
す
る
熊
田
防
衛
大
臣
政
務
官



（3） 平成28年2月15日 第1967号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報

【
2
面
か
ら
続
く
】

忠
・
総
務
副
大
臣
か
ら
、
中
谷
元

・
防
衛
大
臣
の
代
理
と
し
て
熊
田

裕
通
・
防
衛
大
臣
政
務
官
か
ら
挨

拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
小
川
和

久
・
静
岡
県
立
大
学
特
任
教
授
か

ら
「
日
本
の
安
全
保
障
を
問
う
」

と
題
す
る
講
演
を
拝
聴
し
た
。

講
師
説
明
で
は
、
佐
藤
啓
太
郎

・
総
務
省
自
治
税
務
局
固
定
資
産

税
課
長
、
赤
瀬
正
洋
・
防
衛
省
地

方
協
力
局
地
方
協
力
企
画
課
長
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
28
年
度
予

算
に
関
す
る
説
明
を
聴
取
し
た
。

続
い
て
、
27
年
度
か
ら
新
た
に
加

盟
し
た
海
老
名
市
、
京
丹
後
市
の

2
市
を
紹
介
。
事
務
報
告
を
了
承

し
た
後
、
協
議
に
入
っ
た
。

「
平
成
26
年
度
会
計
決
算
に
つ

い
て
」
で
は
、
磯
野
和
夫
・
監
事

（
狭
山
市
議
会
議
長
）
か
ら
監
査

結
果
の
報
告
が
あ
り
、
26
年
度
決

算
を
認
定
し
た
。

「
平
成
28
年
度
活
動
方
針
（
案
）

に
つ
い
て
」
で
は
、
基
地
対
策
関

係
施
策
の
拡
充
、
基
地
対
策
関
係

予
算
の
所
要
額
確
保
の
た
め
、
①

基
地
交
付
金
・
調
整
交
付
金
の
所

要
額
確
保
等
②
基
地
周
辺
対
策
事

業
の
充
実
強
化
―
を
柱
と
す
る
活

動
目
標
（
左
下
掲
【
活
動
目
標
】

参
照
）
、
活
動
方
法
に
よ
り
実
現

を
図
る
と
す
る
活
動
方
針
を
原
案

の
通
り
決
定
し
た
。

「
平
成
28
年
度
事
業
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
」
、
「
平
成
28
年
度
予

算
（
案
）
に
つ
い
て
」
で
は
、
事

業
計
画
、
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
原
案

の
通
り
決
定
し
た
。

「
規
約
及
び
役
員
選
考
基
準
の

一
部
改
正
（
案
）
に
つ
い
て
」
で

は
、
賛
助
会
員
を
町
村
会
員
と
す

る
規
約
と
役
員
選
考
基
準
の
一
部

改
正
を
原
案
の
通
り
決
定
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
小
森
唯
永
・

役
員
選
考
委
員
長
（
帯
広
市
議
会

議
長
）
か
ら
、
各
部
会
・
ブ
ロ
ッ

ク
か
ら
選
出
さ
れ
た
選
考
委
員
20

名
に
よ
る
役
員
選
考
委
員
会
に
お

い
て
、
役
員
候
補
を
選
考
し
、
市

岡
博
道
・
佐
世
保
市
議
会
議
長
を

会
長
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
ほ

か
、
副
会
長
、
監
事
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て
、報
告
が
あ
っ
た（
理

事
候
補
者
は
事
務
局
か
ら
報
告
）
。

報
告
の
と
お
り
、
新
会
長
に
市
岡

議
長
を
、
次
い
で
、
副
会
長
、
監

事
、
理
事
を
選
任
し
た（
下
掲【
平

成
28
・
29
年
度
役
員
市
町
村
一
覧

（
理
事
除
く
）
】
参
照
）
。

新
旧
会
長
挨
拶
で
は
、
新
役
員

を
代
表
し
て
市
岡
新
会
長
か
ら

「
財
政
状
況
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、

皆
様
方
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、

関
連
予
算
の
所
要
額
確
保
に
つ
い

て
、
し
っ
か
り
結
果
を
出
す
こ
と

を
約
束
し
た
い
」
な
ど
の
就
任
挨

拶
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
前
役
員
を

代
表
し
て
板
橋
前
会
長
か
ら
退
任

挨
拶
が
あ
っ
た
。

相
談
役
委
嘱
で
は
、
規
約
と
申

し
合
わ
せ
に
基
づ
き
、
市
岡
新
会

長
か
ら
、
10
市
の
議
長
に
相
談
役

を
委
嘱
し
た
（
左
下
掲
【
相
談
役
】

参
照
）
。
ま
た
、
規
約
に
基
づ
き
、

市
岡
会
長
か
ら
、
会
長
職
務
代
理

者
に
青
栁
愼
・
副
会
長
（
綾
瀬
市

議
会
議
長
）
を
指
名
し
、
続
い
て
、

理
事
を
指
名
し
た
。

な
お
、
翌
5
日
、
市
岡
新
会
長

と
板
橋
前
会
長
は
、
土
屋
総
務
副

大
臣
、
熊
田
防
衛
大
臣
政
務
官
、

寺
田
稔
・
衆
議
院
議
員
、
北
村
誠

吾
・
衆
議
院
議
員
ら
に
面
会
し
、

会
長
就
退
任
の
挨
拶
を
し
た
。

【
活
動
目
標
】

1

基
地
交
付
金
・
調
整
交
付
金

の
所
要
額
確
保
等
（
①
基
地
交
付

金
・
調
整
交
付
金
の
所
要
額
確
保
、

基
地
交
付
金
の
対
象
資
産
の
範
囲

拡
大
等
②
基
地
対
策
事
業
に
係
る

地
方
財
政
措
置
の
拡
充
）

2

基
地
周
辺
対
策
事
業
の
充
実

強
化
（
①
基
地
周
辺
対
策
経
費
の

所
要
額
確
保
②
障
害
防
止
事
業
の

充
実
強
化
③
住
宅
防
音
事
業
の
充

実
強
化
④
移
転
措
置
事
業
等
の
充

実
強
化
⑤
民
生
安
定
助
成
事
業
の

充
実
強
化
⑥
特
定
防
衛
施
設
周
辺

整
備
調
整
交
付
金
の
充
実
強
化
⑦

損
失
補
償
の
充
実
強
化
⑧
事
務
の

簡
素
合
理
化
等
⑨
基
地
周
辺
安
全

対
策
の
徹
底
等
⑩
在
日
米
軍
の
再

編
に
伴
う
支
援
措
置
等
⑪
中
期
防

衛
力
整
備
計
画
実
施
に
当
た
っ
て

の
地
元
意
見
の
尊
重
⑫
地
元
産
業

活
性
化
の
促
進
）

【
平
成
28
・
29
年
度
役
員
市
町
村
一

覧
（
理
事
除
く
）
】

▽
会
長
�
佐
世
保
市

▽
副
会
長
�
帯
広
市
、
恵
庭
市
、

む
つ
市
、
東
松
島
市
、
昭
島
市
、

武
蔵
村
山
市
、
綾
瀬
市
（
会
長
職

務
代
理
者
）
、
木
更
津
市
、
加
賀

市
、
豊
川
市
、
和
泉
市
、
岡
山
市
、

善
通
寺
市
、
久
留
米
市
、
熊
本
市
、

鹿
屋
市
、
上
富
良
野
町（
北
海
道
）、

大
和
町
（
宮
城
県
）
、
瑞
穂
町
（
東

京
都
）
、
新
富
町
（
宮
崎
県
）

▽
監
事
�
角
田
市
、
狭
山
市
、
阿

賀
野
市
、
春
日
市
、
小
山
町
（
静

岡
県
）

【
相
談
役
】

千
歳
市
、
三
沢
市
、
小
松
市
、
福

生
市
、
相
模
原
市
、
横
須
賀
市
、

大
和
市
、
舞
鶴
市
、
呉
市
、
岩
国

市

基地協新会長
市岡博道（佐世保市）

土屋総務副大臣

熊田防衛大臣政務官

寺田衆議院議員

北村衆議院議員

退任挨拶する板橋前会長

監査結果を報告する磯野監事

小川静岡県立大学特任教授

選考結果を報告する小森選考委員長
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都
市
行
政
問
題
研
究
会
は
2
月

5
日
、
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で

役
員
会
の
後
、
第
1
0
3
回
総
会

を
開
催
し
た
。

総
会
で
は
、
繁
田
和
三
・
会
長

（
静
岡
市
議
会
議
長
）
か
ら
「
本

日
は
、
素
晴
ら
し
い
「
『
都
市
に

お
け
る
公
共
交
通
の
あ
り
方
』
に

関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
」
を
ま

と
め
た
い
」
な
ど
の
挨
拶
を
し
た
。

そ
の
後
、
事
務
報
告
を
了
承
し
、

協
議
に
入
っ
た
。

「
『
都
市
に
お
け
る
公
共
交
通

の
あ
り
方
』
に
関
す
る
調
査
研
究

報
告
書
（
案
）
に
つ
い
て
」
で
は
、

標
記
の
報
告
書
を
決
定
し
た
。
報

告
書
は
、
26
年
8
月
の
総
会
で
調

査
研
究
テ
ー
マ
を
「
都
市
に
お
け

る
公
共
交
通
の
あ
り
方
」
に
決
定

し
た
後
、
加
盟
市
に
対
す
る
調
査
、

公
共
交
通
に
関
し
て
先
進
的
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
都
市
へ
の

現
地
調
査
、
学
識
経
験
者
な
ど
か

ら
の
講
演
聴
取
な
ど
を
踏
ま
え
、

と
り
ま
と
め
て
い
る
。
①
発
刊
に

あ
た
っ
て
②
第
Ⅰ
章
都
市
に
お
け

る
公
共
交
通
の
現
状
③
第
Ⅱ
章
都

市
に
お
け
る
公
共
交
通
の
あ
り
方

④
お
わ
り
に
⑤
資
料
編
―
の
大
き

く
5
つ
の
項
目
か
ら
な
る
（
報
告

書
の
目
次
は
下
掲【
報
告
書
目
次
】

参
照
）
。
後
日
、
加
盟
83
市
へ
送

付
す
る
。
そ
の
後
、
全
8
1
3
市

区
へ
送
付
し
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
す
る
予
定
。
③
の
概

要
に
つ
い
て
は
、
後
に
本
紙
に
概

要
を
掲
載
す
る
。

「
平
成
28
年
度
会
議
日
程
（
案
）

に
つ
い
て
」
、
「
平
成
28
年
度
予

算
（
案
）
に
つ
い
て
」
で
は
、
日

程
、
予
算
を
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
た
。

「
平
成
28
・
29
年
度
調
査
研
究

テ
ー
マ
に
つ
い
て
」
で
は
、
加
盟

市
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
28
年
度
に
改
め
て
、
調

査
研
究
テ
ー
マ
を
協
議
す
る
と
し

た
。役

員
改
選
で
は
、
各
部
会
か
ら

選
出
さ
れ
た
選
考
委
員
9
名
に
よ

る
役
員
選
考
委
員
会
の
選
考
結
果

に
つ
い
て
、
塩
尻
伸
司
・
役
員
選

考
委
員
長
（
旭
川
市
議
会
議
長
）

か
ら
、
ま
ず
、
理
事
候
補
11
市
を

報
告
。
次
に
、
理
事
候
補
か
ら
、

会
長
候
補
に
盛
岡
市
、
副
会
長
候

補
に
加
古
川
市
、
長
崎
市
、
監
事

候
補
に
秋
田
市
、
岡
崎
市
、
久
留

米
市
を
選
出
し
た
と
の
報
告
が
あ

っ
た
。
塩
尻
委
員
長
の
報
告
の
通

り
、
次
期
役
員
市
を
選
任
し
た
。

新
会
長
に
は
、
菊
田
隆
・
盛
岡
市

議
会
議
長
が
就
任
し
た
（
下
掲

【
平
成
28
・
29
年
度
役
員
市
】
参

照
）
。

新
旧
会
長
挨
拶
で
は
、
新
役
員

を
代
表
し
て
、
菊
田
新
会
長
か
ら

「
各
都
市
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
か
ら
新
た
な
調
査
研
究
テ
ー

マ
を
選
定
し
、
そ
の
調
査
研
究
に

全
力
で
取
り
組
む
」
な
ど
の
就
任

挨
拶
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
前
役
員

を
代
表
し
て
繁
田
前
会
長
か
ら
退

任
挨
拶
が
あ
っ
た
。

相
談
役
の
委
嘱
で
は
、
規
約
と

申
し
合
わ
せ
に
基
づ
き
、
繁
田
前

会
長
に
相
談
役
を
委
嘱
し
た
。

【
平
成
28
・
29
年
度
役
員
市
】

▽
会
長
�
盛
岡
市

▽
副
会
長
�
加
古
川
市
、
長
崎
市

▽
理
事
�
旭
川
市
、
富
山
市
、
町

田
市
、
市
原
市
、
春
日
井
市
、
吹

田
市
、
広
島
市
、
徳
島
市

▽
監
事
�
秋
田
市
、
岡
崎
市
、
久

留
米
市

【
相
談
役
】
静静
岡岡
市市

報報
告告
書書
目目
次次

※
目
次
を
本
紙
が
編
集

発
刊
に
あ
た
っ
て

第
Ⅰ
章

都
市
に
お
け
る
公
共
交

通
の
現
状

1
「
都
市
に
お
け
る
公
共
交
通

の
あ
り
方
」
に
関
す
る
加
盟

市
調
査
結
果
（
①
地
域
公
共

交
通
会
議
・
法
定
協
議
会
等

②
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携

計
画
の
策
定
状
況
③
地
域
の

公
共
交
通
計
画
の
策
定
状
況

④
都
道
府
県
と
の
関
係
⑤
公

共
交
通
の
現
状
と
課
題
⑥
平

成
25
年
度
の
一
般
会
計
予
算

と
公
共
交
通
に
関
す
る
予
算

⑦
地
域
公
共
交
通
確
保
維
持

改
善
事
業
⑧
加
盟
市
に
お
け

る
取
組
⑨
公
共
交
通
に
関
す

る
基
本
条
例
等
⑩
市
議
会
に

お
け
る
取
組
―
に
つ
い
て

2
「
都
市
に
お
け
る
公
共
交
通

の
あ
り
方
」
に
関
す
る
現
地

調
査
結
果
（
①
富
山
県
富
山

市
②
福
岡
県
福
岡
市
③
栃
木

県
佐
野
市
④
熊
本
県
熊
本

市
）

第
Ⅱ
章

都
市
に
お
け
る
公
共
交

通
の
あ
り
方

1
都
市
に
お
け
る
公
共
交
通
を

取
り
巻
く
状
勢
の
変
化
（
①

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
②

公
共
交
通
の
現
況
―
に
つ
い

て
）

2
都
市
に
お
け
る
公
共
交
通
の

必
要
性
（
①
住
民
に
必
要
不

可
欠
な
交
通
手
段
の
確
保
②

公
共
交
通
の
多
面
的
な
役
割

―
に
つ
い
て
）

3
今
後
の
都
市
に
お
け
る
公
共

交
通
の
あ
り
方
（
①
公
共
交

通
に
係
る
問
題
点
②
解
決
の

方
向
性
③
関
係
主
体
の
役
割

―
に
つ
い
て
）

お
わ
り
に

資
料
編

※
月
日
は
全
て
平
成
27
年

▼
議
長

▽
南
さ
つ
ま

室
屋
正
和（
12
・
2
）

▽
さ
く
ら

永
井
孝
叔（
12
・
10
）

▽
朝
霞

野
本
一
幸（
12
・
18
）

▽
下
妻

須
藤
豊
次（
12
・
22
）

▽
鳴
門

東

正
昇（
12
・
24
）

▼
副
議
長

▽
南
さ
つ
ま

貴
島

修（
12
・
2
）

▽
黒
部

小
柳
勇
人（
12
・
3
）

▽
さ
く
ら

笹
沼
昭
司（
12
・
10
）

▽
朝
霞

船
本
祐
志（
12
・
18
）

▽
下
妻

山
中
祐
子（
12
・
22
）

▽
松
戸

城
所
正
美（
12
・
22
）

▽
鳴
門

大
石
美
智
子（
12
・
24
）

▼
事
務
局
長

▽
新
宿

小
池
勇
士（
12
・
9
）

議議
会会
人人
事事

退
任
挨
拶
す
る
繁
田
前
会
長

都都
市市
研研
がが
第第
11
00
33
回回
総総
会会
をを
開開
催催

――
都都
市市
にに
おお
けけ
るる
公公
共共
交交
通通
のの
ああ
りり
方方
にに
関関
すす
るる
調調
査査
研研
究究
報報
告告
書書
をを
とと
りり
まま
とと
めめ
――

役役
員員
をを
改改
選選
――
新新
会会
長長
にに
菊菊
田田
盛盛
岡岡
市市
議議
長長
がが
就就
任任

都市研新会長
菊田 隆（盛岡市）

選
考
結
果
を
報
告
す
る
塩
尻
選
考
委
員
長
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